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になっている。事故当時は、1 時間 2 万円ぐらいといわれていましたが、平常時
は1日1万円ぐらいでしょう。元請けがいくら払って、いくらピンハネされたかは
わからない。日本の資本主義が成立したころから、北九州八幡の官営製鉄所が始
まったころから、本工と日雇い人夫の重層的な労働構造がずっとあったわけです。
日本の資本主義を発展させてきた構造が、いまコンピューター社会、原発社会に
なって、むしろ拡大してきました。
こないだ、原発でお父さんが働く子どもが毎日新聞に投書して採用されたもの
が問題になりましたよね。電力会社だけが悪いのか、みんな悪いのではないか、
都会に住んでいる人も電気使っているんじゃないのか、という批判です。
これはもう根本的にまちがっています。あくまでも、政府と電力会社の責任で
す。都市住民の責任じゃない。無関心であったという意味では責任はありますが。
みんながいやだいやだと言ったのに、カネで押しつけてきた、そういう原子力行
政なんです。私は、「原子力発電」ではなく、「金子きん す力発電」だと呼んでいます。
何も電気をつくるのに、原発使う必要ないんですね。そういう巨大な無駄を、こ
れまでやってきたわけです。原爆のヒバクシャの犠牲をまだ処理できないうちに、
またあらたな犠牲者をつくったことは、原発反対運動が弱かったからです。今度
こそ、原発を止める。その運動が必要です。
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